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７．建設部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

道 路 橋 り ょ う 町内会からの要望をもとに、街路灯設置工事

総 務 費 地域の実情を検討した上で街路新設の状況

48,659,984 灯（防犯灯）を新設した。

平成27年度 平成30年度 令和元年度

新設数

75 灯 78 灯 61 灯

LED化された灯具の維持管理街路灯維持修理

を行ったことにより、夜間の防

区分 平成27年度 平成30年度 令和元年度 犯と交通事故防止に努めた。

修理数 1,241 灯 14 灯 7 灯

修理代 20,509,534 円 775,278 円 333,996 円

区分 平成27年度 平成30年度 令和元年度

電気代 43,685,369 円 18,651,348 円 18,828,754 円

街路灯をエネルギー効率の良街路灯LED化

いLED照明にすることで、省エネ

新 設 交 換 廃 止 既存LED灯 合 計 ルギー化及び交通の安全の向上

に努めた。

61 灯 13 灯 4 灯 10,060 灯 10,117 灯

土 木 維 持 費 未整備道路における側溝の新維持工事

498,483,316 舗装工事 Ｌ＝ 912.0 ｍ 設と、老朽化した側溝の改修に

側溝工事 Ｌ＝ 864.5 ｍ よる排水不良地域の解消に努め

た。また、未舗装道路における

アスファルト舗装や改修を実施

し、利便性が向上した。

市道・生活道において、アス補 修

舗装補修 アスファルト合材 662.0 ｔ ファルト合材による道路補修

砂利道補修 切込砕石 3,346 ㎥ と、切込砕石の補充、重機によ

る砂利道の路面整正等を行い、

道路機能の維持を行った。

冬期間における交通網の確保雪路維持（除雪）

除雪期間 令和元年11月15日～令和２年３月31日 のため、全面委託による除雪と

除雪路線 1,603 路線 472.9 ㎞ 必要に応じた排雪作業により、

委託業者数 45 社 交通量の増加に伴う市民の要望

委託除雪機械等稼働延件数 1,834 件 に対応した道路の確保に努めた。

車両を更新したことにより、除雪機購入（川内地区）

除雪ドーザ (11ｔ級） １台 19,470,000円 作業の安全性と効率性の向上が

図られた。また、修理費につい

ても大幅に軽減された。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

私道等整備補助金土 木 維 持 費

（続き） ①山田町町内会 ①むつ市文京町323-229及び

（工 事 費）4,510,000円 303-12（隣接家軒数）14軒

（地元負担額） 451,000円

（補 助 金）4,059,000円

舗装工事 Ｌ＝167.42 ｍ Ｗ＝5.15 ｍ～5.60 ｍ

②古川町内会 ②むつ市昭和町5-11

（工 事 費）759,000円 海老川町地区及び昭和町地区

（地元負担額） 76,000円 と新町地区を結ぶ道路であるこ

（補 助 金）683,000円 とから、より多くの住民の利便

舗装工事 Ｌ＝9.8 ｍ Ｗ＝4.0 ｍ～10.4 ｍ 性が向上した。

道 路 新 設 冬期間の降雪時において、除側溝整備事業

改 良 費 ○浜通線融雪溝整備測量設計業務委託 雪により車道幅が狭くなり、車

215,148,058 側溝整備 Ｌ＝ 2.33 km 両の交通等が危険になることか

ら、次年度以降の整備に向けて

測量設計を行った。

老朽化著しい橋梁の更新に努橋梁長寿命化修繕事業

○大橋移転補償算定 Ｎ＝ 1 式 め、地域住民の住環境の向上を

○荒川橋旧橋撤去工事 Ｎ＝ 1 式 図った。

舗装の老朽化が著しいため、道路ストック総点検事業

○下北停車場線舗装補修工事 舗装打替えをして、地域住民の

舗装工事 Ｌ＝ 110.00 ｍ 住環境の向上を図った。

道路線の一部法面が崩落し危道路整備事業（むつ地区）

○釜臥山恐山線道路復旧工事 険な状態であるため、法面の改

土木一式 Ｌ＝ 75.60 ｍ 良工事を行い、車両の安全を確

○金谷連絡9号線道路整備工事 保した。また老朽化が著しい道

土木一式 Ｌ＝ 71.90 ｍ 路の整備を行い、住環境の向上

を図った。

融雪溝が整備されることによ道路整備事業（川内地区）

○桧川地区融雪溝整備工事 り、除排雪費の軽減及び歩行者

土木一式 Ｌ＝ 188.90 ｍ の安全確保を図った。

舗装の老朽化が著しいため、道路整備事業（大畑地区）

○兎沢・関根橋線舗装改修工事 舗装打替えをして、地域住民の

舗装工事 Ｌ＝ 148.00 ｍ 住環境の向上を図った。

河 川 総 務 費 事業費の一部を市が負担し、急傾斜地整備事業負担金

25,461,417 県において実施される急傾斜地（急傾斜地崩壊対策総合流域防災事業）

○釣屋浜地区 の整備事業において、危険箇所

現場打吹付のり枠工 Ｌ＝ 20.0 ｍ 市負担率 10/100 を解消し、地区住民の安全を確

○九艘泊地区 保した。

現場打吹付のり枠工 Ｌ＝ 43.0 ｍ 市負担率 10/100

（急傾斜地対策事業）

○川守地区

現場打吹付のり枠工 Ｌ＝ 17.0 ｍ 市負担率 20/100

○小沢地区

現場打吹付のり枠工 Ｌ＝ 15.0 ｍ 市負担率 20/100
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

河 川 改 修 費 未整備の排水路等を整備し水排水路整備事業

37,950,000 害常習地帯の解消及び生活環境

○旭町地区排水路整備工事 の向上を図った。

土木一式 Ｌ＝ 200.60 ｍ また、次年度以降の整備に向

けて測量設計を行った。

○柳町地区水路整備測量設計業務委託

測量設計業務 Ｎ＝1式

公 園 管 理 費 1,361,200円 地域団体や企業のほか、一般市制施行60周年記念植樹事業

33,496,338 市民や中学生などが参加し、市

市制施行60周年を記念して、桜（ソメイヨシノ、ジンダイアケボ 民協働による桜満開プロジェク

ノ）の苗木を市民とともに植樹した。 トの推進が図られた。

植樹場所：金谷公園、大畑中央公園、脇野沢公民館、

川内球場、早掛レイクサイドヒルキャンプ場

植樹本数：47本

参加人数：234人

街 路 整 備 費 本路線は、田名部地区と中央横迎町中央２号線整備事業

274,686,800 地区とを結ぶ骨格路線として都

○道路整備工事（その１） 市計画道路に指定されており、

道路改良（表層） Ｌ＝ 345.9 ｍ 本庁舎における災害対策本部と

市駐車場整備 Ｎ＝ 1.0 式 して機能するうえで重要な路線

であるとともに、国道338号バ

○道路整備工事（その２） イパスの交通量の緩和に資する

道路改良（表層） Ｌ＝ 89.0 ｍ ものである。

側溝整備 Ｌ＝ 198.0 ｍ また、都市計画マスタープラ

ンでは商業・行政業務エリアに

○（平成30年度繰越）道路整備工事（その１） 位置付けられているが、未利用

道路改良（表層） Ｌ＝ 185.0 ｍ 地が大部分であるため、土地活

用推進のための都市基盤となる

○（平成30年度繰越）道路整備工事（その３） ものである。

道路改良（表層） Ｌ＝ 180.0 ｍ 当該年度の実績として、県道

下北停車場線から本庁舎区間の

○（平成30年度繰越）用地購入 工事完了が完了し、令和元年

購入面積 890.43㎡ １２月に当該区間の供用を開始

対 象 者 ２人 した。

筆 数 ２筆

（翌年度へ繰越）

○（平成30年度繰越）物件移転等補償

補償内容 損失補償（建物等）

対 象 者 ３人

（翌年度へ繰越）

大 湊 地 区 民間事業者による特定公園施大湊地区居住誘導区域整備事業

居 住 誘 導 区 域 設及び公募対象公園施設の整備

整 備 費 おおみなと臨海公園官民連携型賑わい拠点創出事業（Park-PFI） 着手により、事業進捗が図られ

10,000,000 による特定公園施設整備費に対する市負担金 た。

特 定 公 園 施 設 広場、園路

公募対象公園施設 民間収益施設(フィットネスジム、カフェ等)



- 94 -

事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

コ ン パ ク ト 10,518,801円コンパクトシティ推進整備事業

シ テ ィ 推 進 費

18,008,801 ○土地購入 コミュニケーションの拡大や

地 区：柳町二丁目 通学路の安全確保のための広場

面 積：296.9㎡ 整備としたまちづくりの推進が

概 要：空家解体跡地の一部を購入 図られる。

○金谷地区測量業務委託 むつ総合病院、金谷公園、そ

現地測量 Ａ＝0.10km の他周辺施設を一体としたエリ2

路線測量 Ｌ＝0.20km アの魅力あるまちづくりを進める。

○安全・安心見守りカメラ設置業務委託 居住誘導区域内の官民連携に

地 区：小川町 よる安全・安心で暮らしやすい

概 要：民間事業者の所有地に市がカメラを設置 まちづくりの推進が図られた。

民間事業者が維持管理費を負担

1,000,000円 居住誘導区域における空き家空き家等利活用推進事業

の利活用の推進が図られた。

○空き家等利活用推進事業費補助金

500,000円（上限）×2件＝1,000,000円

6,490,000円 歩いて暮らせる環境整備やエ田名部まちなか地区都市再生整備計画事業

リアの魅力の向上につながるま

○代官山公園測量設計業務委託 ちづくりを進める。

測量設計 Ｎ＝１式

住 宅 管 理 費 市営住宅の修繕、維持管理等市営住宅維持管理費

28,200,702 ・市営住宅修繕（124件） を行い、建物の保全及び住環境

・緑町団地浄化槽維持管理業務委託 の改善を図った。

・緑町団地消防設備点検業務委託 また計画的改修として、屋根

・市営住宅敷地内草刈業務委託 改修工事及び耐用年数満了の火

・外山団地屋根改修工事（2棟8戸） 災報知器の交換を実施し、建物

・市営住宅火災報知器交換工事（244戸) の長寿命化と安全性の向上を図

った。

市 営 住 宅 世帯向け住宅３戸の建設と既市営住宅緑町団地建替事業

建 設 費 ・木造平屋建 １棟 ３戸建設 存住宅敷地内周辺の舗装工事を

92,515,465 ・既存住宅敷地内通路舗装工事 １式 実施し、住環境の整備と向上を

図った。

事業発注から事業者選定に向（仮称）田名部まちなか団地整備事業

・ＰＦＩアドバイザリー業務 １式 けた書類作成、各種支援業務を

実施し、令和２年度中の事業者

選定を目指す。
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８．消防部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

下北地域広域行政事務組合常備消防費負担金常 備 消 防 費

2,052,087,000 ・消防本部費負担金 204,634,000円 火災発生件数 17件(23件)

・署費負担金 1,312,387,000円 むつ消防署 10件(11件)

・公債費市負担分 110,196,000円 川内消防分署 2件( 4件)

脇野沢消防分署 3件( 1件)

【参考】署費の決算概要 大畑消防署 1件( 3件)

大湊消防署 1件( 4件)
（単位：円）

む つ 消 防 署 447,840,000 救急出動件数 2,486件

（2,440件）

川 内 消 防 分 署 204,543,000 むつ消防署 1,268件

(1,254件)

脇 野 沢 消 防 分 署 168,467,000 川内消防分署 218件

( 206件)

大 畑 消 防 署 248,348,000 脇野沢消防分署 157件

( 140件)

大 湊 消 防 署 243,189,000 大畑消防署 349件

( 360件)

計 1,312,387,000 大湊消防署 494件

( 480件)

※（ ）内は、前年度

新大湊消防署建設に着手する大湊消防署庁舎建設事業（常備消防費・ハード事業）

417,376,000円 ことにより、地域住民の安全・

安心の向上を図った。

大湊消防署の老朽化に伴い、新大湊消防署を建設するため、下北

地域広域行政事務組合に対し、負担金を拠出した。

高機能消防指令センターの機高機能消防指令センター機器改修事業

器の改修更新の実施により、迅（常備消防費・ハード事業）

7,494,000円 速かつ的確な消防・救急活動体

制の維持に寄与した。

平成25年４月に導入し、24時間365日、下北管内の119番通報を受

け付け、各署所に出場指令を発出している高機能消防指令センター

の一部機器を改修更新するため、下北地域行政事務組合に対し、負

担金を拠出した。

下北地域広域行政事務組合非常備消防事務委託料非 常 備 消 防 費

85,225,000 ・むつ市消防団事務委託料 85,225,000円 火災発生件数 17件

（23件）

【参考】団費の決算概要 団員延出動人員数 5,136人
（単位：円）

むつ消防団 1,762人

む つ 非 常 備 52,832,000 (3,037人)

川内消防団 1,370人

川 内 非 常 備 12,541,000 (1,463人)

大畑消防団 1,248人

大 畑 非 常 備 10,600,000 (1,726人)

脇野沢消防団 756人

脇 野 沢 非 常 備 9,252,000 (682人)

※（ ）内は、前年度

計 85,225,000
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

【参考】火災件数及び救急出動件数等

火災件数

区 分 令和元年度 平成30年度 増 減

建 物 火 災 11 件 17 件 △6 件

火

林 野 火 災 1 件 0 件 1 件

災

車 両 火 災 2 件 2 件 0 件

件

そ の 他 火 災 3 件 4 件 △1 件

数

計 17 件 23 件 △6 件

全 焼 3 件 9 件 △6 件

り

半 焼 2 件 2 件 0 件

部 分 焼 3 件 3 件 0 件

災

ぼ や 6 件 7 件 △1 件

計 14 件 21 件 △7 件

件

139.47 ㎡ 1,142.00 ㎡ △1,002.53 ㎡建物焼損床面積

死 者 1 人 2 人 △1 人

数

負 傷 者 4 人 4 人 0 人

建 物 3,836 千円 34,564 千円 △30,728 千円

損

林 野 0 千円 0 千円 0 千円

害 車 両 669 千円 707 千円 △38 千円

そ の 他 4.5 千円 1,276 千円 △1,271.5 千円

額

計 4,509.5 千円 36,547 千円 △32,037.5 千円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

（単位：件）
救急出動件数

令和元年度 平成30年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

急 病 1,181 354 261 1,796 1,148 324 269 1,741

交通事故 74 32 19 125 81 42 10 133

一般負傷 193 59 41 293 175 61 54 290

火 災 28 2 0 30 30 3 0 33

水 難 8 1 1 10 2 0 0 2

労働災害 12 8 2 22 18 3 1 22

運動競技 3 3 1 7 4 7 1 12

加 害 2 3 0 5 5 1 2 8

自損行為 15 4 4 23 18 7 3 28

転 院 119 22 17 158 107 30 15 152

そ の 他 8 6 3 17 12 2 5 19

計 1,643 494 349 2,486 1,600 480 360 2,440

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。

（単位：件）
災害出動件数

令和元年度 平成30年度

種 別

むつ署 大湊署 大畑署 計 むつ署 大湊署 大畑署 計

救 助 63 20 14 97 71 12 7 90

捜 索 2 0 0 2 1 0 2 3

自然災害 17 2 4 23 10 2 3 15

調査・

警戒等 130 63 25 218 130 29 34 193

計 212 85 43 340 212 43 46 301

※むつ署には、川内及び脇野沢消防分署の件数を含む。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

防 災 対 策 費 9,676円 自主的な訓練に合わせて備蓄自主防災訓練備蓄品提供事業

45,049,877 品等を提供することで、より効

自主防災組織における自主的な防災訓練実施の際に、訓練に必要 果的な訓練の実施につながった。

な消耗品や備蓄品等を提供した。

給付実績１団体

・昭和町A町内会自主防災会 9,676円

863,060円 災害時等における職員の防災災害時用防災服整備事業

意識の向上に寄与するととも

災害対策本部員、次席職員、本部要員職員用として、災害時等に に、市民に対して防災政策を広

着用する防災服60着を整備した。 報する際等に活用した。

9,760,300円 ハザードマップの令和２年度むつ市ハザードマップ作成事業

配布に向けて必要な印刷製本及

災害時の危険箇所等を示すハザードマップ（むつ市防災マップ） びデータ作成を実施することが

の作成等を以下のとおり実施した。 できた。

・土砂災害編及び避難所編の作成及び印刷製本 また、浸水想定区域のお知ら

・洪水編のデータ作成 せの作成及び配布により、市民

・浸水想定区域のお知らせの作成及び配布 に対して、より迅速な情報提供

を実施した。
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９．教育部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

事 務 局 費 3,825,226円 むつ市下北地域の学力向上とまさかり高校医学部進学・特進コース運営費

253,031,095 医師不足解消を目的として医師

・夏期講習会開催 R１.８.９～11 及び選抜制の高い大学への進学

国・数・英 各60分×４コマ を目指す高校生の支援策とし

参加生徒数 ２年生20人 ３年生13人 て、年３回の講師派遣プログラ

・東京大学見学会及び代々木ゼミナール本部校講習会受講 ム及び東京大学見学会を実施し

R１.12.20～22 参加生徒数 ２年生21人 た。参加者からは、学力の養成

・冬期講習会開催 R１.12.26～R２.１.７ に効果的であったと高評価を受

国・数・英 各60分×４コマ 参加生徒数 ３年生11人 けた。

・２次対策講習会開催 R２.２.５～７

数・物・生・化 各90分×３コマ 参加生徒数 ３年生４人

※春期講習会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

20,000,000円 人材育成及び創業支援によるまさかり高校後援会（下北Project）

地域活性化の施策を推進するた

●下北からプロ選手 め、東京大学と連携することに

・桑田真澄氏による指導者講習会 より、日本一の学力及びスポー

R１.６.28 参加人数 80人 ツ先端科学並びに起業・創業ベ

R１.９.20 参加人数 60人 ンチャーに関するノウハウの提

R２.２.８ 参加人数 57人 供を受けながら、地域の将来を

・桑田氏の野球教室（東京大学最新機器デモを含む） 担う人材を育成するために、官

R１.６.29 参加人数 40人 (桑田氏の野球教室未実施) 産学金が連携したプラットフォ

R１.９.22 参加人数260人 （桑田氏の野球教室実施） ームを設立し、高校生を中心に

R２.２.８ 参加人数 50人 （桑田氏の野球教室実施） 地域の児童生徒へ継続的な人材

育成に対する支援を行うことを

●下北から東大生 目的としている。

・医学部進学・特進コースとの交流事業 本事業のキーパーソンである

R１.８.10 参加人数 25人 桑田真澄氏による指導者講習会

・まさかり寺子屋 を始め、現役東大生による小・

R１.８.９ 参加人数 33人 （小学生の部） 中学生を対象に実施されたまさ

R１.８.10 参加人数 26人 （中学生の部） かり寺子屋、起業家講演会等に

R１.12.25 参加人数 26人 （中学生の部） おいて参加者から、モチベーシ

R１.12.26 参加人数 33人 （小学生の部） ョンの向上や、意識付け、実力

向上等に効果的であると高評価

●下北からベンチャー を受けた。

・高校生向けビジネスプラングランプリコンテスト説明会

R１.８.９ 参加人数 ３人

・東大生との交流会

R１.８.９ 参加人数 ３人

・起業家講演会

R２.１.17 参加人数 123人
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

義 務 教 育 小学校５・６年の授業に加え、外国語指導助手配置事業

振 興 費 ３・４年でも外国語活動が始ま

106,532,575 ったことに伴い、外国語指導助

氏 名 期 間 学校訪問日数 手との学習機会の増加に対応

して、各校で有効な活用が図ら

ジョンズ ライリー H31.４～R２.３ 175日 れた。

デッカー ライアン H31.４～R２.３ 177日

ベイカー ベンジャミン H31.４～R２.３ 181日

チェイスⅡ クリストファー H31.４～R１.７ 61日

カーシュナー アシュトン R１.７～R２.３ 86日

バーンズ アレクサンダー R１.７～R２.３ 105日

スクールサポーターの配置にスクールサポーター配置事業

より、特別な教育的配慮が必要

小・中学校の通常学級並びに特別支援学級に在籍する多動傾向や な児童生徒の支援が可能と

要介助など、特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活を支援し なり、効果的な教育活動が行わ

た。 れていた。

平成30年度 令和元年度

区 分

学校数 人 数 学校数 人 数

小学校 8校 23人 8校 26人

中学校 4校 7人 4校 7人

計 12校 30人 12校 33人

東北又は全国規模の各種大会むつ市子ども夢育成基金

への参加に対する補助を行うこ

とで、むつ市内の子どもたちの

補助事業等 補助金額 備 考 夢をはぐくみ、未来の可能性を

支援することができた。

文化・芸能活動大会派遣補助 875,800円 3件 また、基金の趣旨に御賛同い

ただいた企業等から寄附を受け

スポーツ活動大会派遣補助 3,221,300円 38件 ることができた。

計 4,097,100円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

義 務 教 育 655,596円 全国的に活躍をしている講師キャリア教育推進事業

振 興 費 の講演を聴くことで、将来の夢

（続き） や希望をもち、キャリア教育の

氏 名 期 日 会 場 校 目的である児童生徒が自己の生

（ 職 名 ） き方を考えるよい機会となった。

板橋かずゆき R１.６.11 近川中学校

（シンガーソングライター） R１.10.25 大湊小学校

松岡 史朗 R１.６.13 大平中学校

（動物写真家）

後藤 歩 R１.７.16 第三田名部小学校

（フリーアナウンサー） R１.10.28 関根小学校

R１.11.14 大平小学校

今 明秀 R１.７.19 むつ中学校

（救急科専門医）

富岡 豊彦 R１.９.２ 川内小学校

（元レスキュー隊員・

現日野消防署長）

島 康子 R１.９.19 脇野沢小学校

（町おこし活動家） 脇野沢中学校

那藤 功一 R１.12.17 大湊中学校

（作家）

1,280,106円 スクール議会では、「姉妹都姉妹都市会津若松市子ども派遣交流事業

市を生かしたまちづくりの提

市制施行60周年記念事業として、むつ市の中学生が市を代表する 言」を発表し、両市長に答弁し

こども議員として姉妹都市である会津若松市の中学校を訪問し交流 ていただいた。中には、市長の

活動を行うことで、姉妹都市の友好親善を図るとともに、時代を担 答弁に対してその場で再質問を

う市民としての自覚を深める。 する生徒もおり、まちづくりへ

併せて、こども議員による自校での報告等により、両市の姉妹都 の関心の高まりが感じられた。

市の友好親善の歴史や取組をより多くの中学生に広める。 また、市での報告会及び「報

告新聞」を自校に掲示し、こど

実施日：令和元年10月31日～11月２日（２泊３日） も議員一人一人の体験をむつ市

参加者：団長１名、引率２名、中学生13名 内全中学生へと波及させること

内 容：・会津若松市長への表敬訪問 で、将来のむつ市を担う市民と

・会津若松市立湊中学校でのスクール議会及び交流会 しての自覚を深めることにつな

スクール議会ではむつ市の中学生がグループごとに がった。

まちづくりのアイディアを提言

交流会では湊中学校からの学校紹介、ダンス発表、

両市の方言クイズと郷土料理紹介を行い、会津若松市

の食材や郷土食を生かした給食を試食

・会津若松市における歴史的名所等の見学

事後アンケート結果：本事業を終えて、むつ市の政治やまちづく

りについての関心が高まったか。

・とても高まった 92％

・高まった ８％
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

教 育 研 修 来室相談により、相談員が受教育相談

セ ン タ ー 費 容的に関わることで、子ども、

25,079,112 教育相談来室状況（延べ件数） 保護者それぞれが“わかっても

らえた”という心の安心感につ

区 分 平成30年度 令和元年度 増 減 ながった。また、適応指導教室

において、集団活動等への適応

全 体 1,774件 1,322件 ▲452件 指導を行った結果、学校復帰に

つながったり、他者とよりよく

来室相談 1,769件 1,319件 ▲450件 関わろうとする態度が身につい

たりした。

電話相談 5件 3件 ▲2件 さらに、“教育相談室に通っ

てみよう”、“もう少し学校で

頑張ってみよう”という一歩を

踏み出す勇気を持つことにもつ

ながった。

教員の資質向上に資するため、各種研修講座

弘前大学教育学部との連携強化

を図るとともに、学校現場のニ

区 分 平成30年度 令和元年度 増 減 ーズに応える研修講座の開設に

努め、開設講座の精選と講座内

講座回数 18講座 18講座 － 容の充実を図ってきた。

令和元年度は、18講座に延べ

受講者数 582人 569人 ▲13人 569人の受講者があった。各講

座の内容に関する受講者の評価

内 市内 413人 434人 21人 は概ね良好であった。

講座に関連した教員の自主的

訳 郡内 169人 135人 ▲34人 な「勉強会」も開かれるように

なり、研修意欲の向上も見ら

れた。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

学 務 管 理 費 42,499,974円 経済的な理由によって、就学要保護・準要保護援助費

132,808,346 困難な要保護・準要保護児童生

徒に対して学用品費等を給付し

就学の奨励を図った。

【小学校】 （単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災児童分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 309 4,284,543 309 4,284,543 0 0

74 2,100,000 74 2,100,000 0 0新入学学用品費

修学旅行費 8 373,800 48 2,278,500 56 2,652,300 0 0

校外活動費 64 241,180 64 241,180 0 0

給 食 費 309 15,388,910 309 15,388,910 0 0

計 8 373,800 309 24,293,133 317 24,666,933 0 0

【中学校】 （単位：人、円）

要 保 護 準 要 保 護 合 計 うち 被災生徒分

項 目

人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額 人員 金 額

学 用 品 費 140 3,510,831 140 3,510,831 0 0

50 2,231,000 50 2,231,000 0 0新入学学用品費

修学旅行費 7 630,000 39 3,495,000 46 4,125,000 0 0

校外活動費 3 29,000 3 29,000 0 0

給 食 費 140 7,937,210 140 7,937,210 0 0

計 7 630,000 140 17,203,041 147 17,833,041 0 0

【参 考】 （単位：人、％）

区 分 在籍児童生徒数 学用品費給付 給 付 率

(5月1日現在) Ａ 児童生徒数 Ｂ Ｂ/Ａ×100

小学校 2,573 309 12.01

中学校 1,360 140 10.29

合 計 3,933 449 11.42
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

小学校学 務 管 理 費

（続き）

○学級・児童数の推移

（単位：人）

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度

学 級 数 140 136 135

男 1,390 1,344 1,334

児童数

女 1,330 1,279 1,239

（人）

計 2,720 2,623 2,573

○児童数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 合 計

平成29年度 468 408 467 431 470 476 2,720

平成30年度 402 474 400 462 421 464 2,623

令和元年度 430 396 474 393 455 425 2,573

中学校

○学級・生徒数の推移

（単位：人）

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度

学 級 数 69 69 67

男 786 733 677

生徒数

女 764 714 683

（人）

計 1,550 1,447 1,360

○生徒数の学年別内訳

（単位：人）

１学年 ２学年 ３学年 合 計

平成29年度 464 528 558 1,550

平成30年度 460 461 526 1,447

令和元年度 451 452 457 1,360
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

学 務 管 理 費 82,485,074円 むつ市奨学金は、当市の人材奨学金貸付事業

（続き） 育成のために、市内に居住する

貸付金 （単位：人、円） 子弟で勉学に励もうとする志の

高い者に対し、修学上必要な学

区 分 貸与者数 貸 与 額 費の一部として貸与している。

継続貸与者 8 1,440,000

高 校 生

新規貸与者 6 1,080,000

継続貸与者 75 27,000,000

大学生等

新規貸与者 18 6,180,000

合 計 107 35,700,000

奨学生選考委員会運営費 74,541円

ソフトウェア使用料 18,468円

ソフトウェア購入費 63,580円

積 立 金 46,628,485円

積立金内訳

貸付金元金収入 45,725,500円

寄 附 金 902,971円

預 金 利 息 14円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

小 学 校 管 理 費 34,289,874円 輸送時の事故はなく、安全なスクールバス運行事業

299,998,898 輸送を行うことができた。今後

通学者輸送業務委託料 も児童生徒の安全を第一に考え

関根地区運行委託料 7,417,668円 た安全な輸送に努める。

奥内地区運行委託料 15,565,200円 合計対象人数：73人

大湊地区運行委託料 11,307,006円

運行状況

関根地区（220日以下の運行）

（下正津川～烏沢～川代～関根小）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：22人

奥内地区（260日以下の運行）

①大室平線（大室平～金谷沢～奥内小～近川中）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：14人

②中野沢線（中野沢～近川中～奥内小）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：９人

大湊地区（280日以下の運行）

（大川目～角違～城ヶ沢～大湊中～大湊小）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：28人

10,047,840円 整備したパソコン等はトラブ小学校教育用パソコン等更新事業

ルなく有効に活用されている。

サーバ、タブレット、ソフトウェア、周辺機器等

賃貸借料（月） 1,674,640円

令和元年度月数 ６か月
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事 業 項 目 及 び

実 績 内 容 事 業 効 果事業費（決算額）

円

中 学 校 管 理 費 59,809,802円 輸送時の事故はなく、安全なスクールバス運行事業

268,133,237 輸送を行うことができた。今後

通学者輸送業務委託料 も児童生徒の安全を第一に考え

川内地区運行委託料 25,887,500円 た安全な輸送に努める。

大畑地区運行委託料 14,440,320円 合計対象人数：106人

脇野沢地区運行委託 15,260,000円

運行状況

川内地区（280日以下の運行）

①戸沢線（戸沢～田野沢～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：14人

②蛎崎線（蛎崎～宿野部～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：36人

③湯野川線（湯野川～安部城～川内小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数： ６人

大畑地区（250日以下の運行）

①小目名線（小目名～関根橋～正津川～大畑小～大畑中）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：28人

②二枚橋線（赤川～大畑小～大畑中）

行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：５人

脇野沢地区（250日以下の運行）

①源藤城線（源藤城～滝山～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：６人

②九艘泊線（九艘泊～寄浪～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り３便

利用者数：７人

③小沢線（小沢～稲平～脇野沢小・中）

運行便数：朝１便、帰り２便

利用者数：４人

スクールバス保険料 30,740円

行事運行運行バス借上料 4,162,542円

スクールバス重量税 28,700円

関 根 中 学 校 54,296,859円 解体工事は令和２年１月31日関根中学校解体事業

建 設 費 に完了し、今後敷地の有効的な

54,296,859 単価入替業務委託 349,999円 活用が期待される。

校舎解体工事 53,946,860円

校舎本体工事概要

校舎 木造２階建 2,003.67㎡

屋内運動場 木造平屋建 396.77㎡
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

社 会 教 育 15,673,000円 陸奥湾内を回遊するイルカと海と森ふれあい体験館管理費

総 務 費 脇野沢ジオサイトとの関連性に

61,515,702 ○利用者数 （単位：人） ついて調査研究を行った。

また、教育活動事業として川

指定事業 自主事業 内小学校児童へ学習指導（ウミ

合計 ニナの生態調べ学習）を行い、

見学ほか 学校等 館外 その成果を日本ベントス学会に

おいて発表したことは、当館及

利用者数 3,670 390 3,270 7,330 び当地域の知名度アップにつな

がった。

○指定事業 ７事業

○自主事業 10事業

○指定管理

期 間 平成30年４月１日～令和３年３月31日

管理者 NPO法人シェルフォレスト川内

管理料 15,673,000円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

１ 青少年教育事業公 民 館 費

109,523,495 （１）第50回むつ市かきぞめ大会（対象：市内小中学生） かきぞめ大会を通して、市内

Ⅰ 中央公民館 ・むつ会場（場所：中央公民館） 小・中学生が筆に親しむ機会を

開催期日：令和２年１月11日 設け、日本の伝統文化の普及を

参加者数：87人（小学生64人・中学生23人） 図った。

・川内会場（場所：川内公民館）

開催期日：令和２年１月８日

参加者数：16人（小学生16人）

・大畑会場（場所：大畑公民館）

開催期間：令和２年１月11日

参加者数：15人（小学生14人・中学生1人）

・展 覧 会：令和２年１月18日～26日（中央公民館）

入場者574人

展示数 特 選 準特選 入 賞

118点 13点 23点 42点

（２）子ども向け各種講座 体験学習を通して少年教育の

①子ども講座 振興を図った。

・パソコン教室（場所：中央公民館）

開 催 日：令和元年11月30日

参加者数：18人

・お菓子作り教室（場所：中央公民館）

開 催 日：令和元年12月21日

参加者数：39人

②子どもおたのしみ会（場所：中央公民館）

・冬の子どもおたのしみ会

開 催 日：令和元年12月15日

参加者数：131人

（３）ジュニアリーダー研修会 共同生活を通じて、少年団体

開 催 日：令和元年６月22日～23日 活動の基礎的理論と実技を習得

場 所：むつ市下北自然の家 させ、ジュニアリーダーとして

の資質の向上を図った。

学年 ４年 ５年 ６年 計

男 9人 7人 3人 19人

女 8人 7人 2人 17人

計 17人 14人 5人 36人

（４）少年団体協力事業 子ども会活動への支援を通し

①下北地区子ども会育成連合会 て児童の健全育成を図った。

令和２年２月２日に第35回「下北地区子ども会郷土芸能発表会」

が下北文化会館において開催され、６団体94人が参加した。

②むつ市子どもネブタ運行委員会

第68回市子どもネブタ合同運行が令和元年７月27日に開催

され、９台が参加した。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 市民の学習ニーズに応え「自２ 成人教育事業

Ⅰ 中央公民館 （１）むつ市民大学 ら学び・自ら運営する」ことを

（続き） スローガンとして､公開講座､ゼ開 催 日：令和元年５月１日～令和２年３月31日

参加状況：以下のとおり ミナールを実施。婦人学級・新

田ふれあい学級においては、自

区 分 実施回数 登録者 備 考 主運営を基本に各種学習会を開

催し潤いと活気のある生涯学習

公開講座(講演会) 10回 81人 の確立を図った。

また、女性団体への支援をす

各種講座(11ゼミ) 47回 144人 ることにより、女性の社会参加

促進に貢献した。

大学一日体験入学 １回 13人 新規事業として、公民館の機青森明の星短期大学

能をもっと身近に展開するため、

計 58回 238人 リーダーとなるための講義を実

施し、地域に密着した場所で集

（２）新田ふれあい学級（場所：新田分館） い、学べる場所を提供する手法

開 催 日：平成31年4月1日～令和２年３月31日 を学んだ。

回 数：９回 アイデアを実践し、良かった

参加者数：延べ78人 こと、課題等を確認し、これか

（３）地域づくり講座（場所：各分館） ら実践していく上でのノウハウ

開 催 日：令和元年５月１日～令和２年３月31日 を見つけた。

回 数：３回（大曲分館・宇曽利川分館・最花分館） 塾生同士でコラボレーション

参加者数：28人 する兆しが見えた。

（４）婦人学級（７学級(地区)）

開 催 日：平成31年４月～令和２年３月

場 所：各地区集会所

回 数：延べ213回

参加者数：延べ1,672人

（５）女性団体協力事業

①第44回むつ市婦人体育まつり(むつ地区連合婦人会主催)

開 催 日：令和元年７月28日

場 所：第二田名部小学校

参加者数：13団体・３施設

②第41回むつ市婦人芸能発表会（むつ市連合婦人会主催）

開 催 日：令和２年２月23日

場 所：下北文化会館

参加者数：14団体・４施設

（６）C0-Minkan （現代版私設公民館）増殖プロジェクト

第１回

開催日 令和元年７月19日

場 所 中央公民館

内 容 私設公民館概論、対話手法、体験・企画等

第２回

開催日 令和元年８月１日

場 所 中央公民館

内 容 実践論、対話手法等

第３回

開催日 令和元年10月18日

場 所 中央公民館

内 容 実践報告11事例発表

※登録者数：16人 延べ参加者数：36人

※電源地域振興センター専門家派遣事業採択事業
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 公民館で実施した各種講座等３ 公民館事業

Ⅰ 中央公民館 （１）第26回むつ市公民館まつり から派生した、サークルや関係

（続き） 開 催 日：令和元年９月７日～８日 団体からなる実行委員会を組織

開催場所：中央公民館 して、日頃の活動の紹介・展示

参加団体：あしざき婦人学級ほか24団体 実技指導及び教室を開催し、文

来場者数：831人 化活動の推進を図った。

（２）下北地方公民館連絡協議会事業 下北地方公民館連絡協議会の

①下北美術展「第69回児童・生徒の部」 主催で開催し、むつ・下北地域

・展 覧 会：令和元年８月10日～25日 の芸術文化の振興に寄与した。

・場 所：中央公民館

（絵画・版画の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

2,246点 32点 55点 130点 213点

（書道の部）

出品数 特選 準特選 佳作 入選

216点 12点 23点 40点 53点

②下北美術展「第50回高校・一般の部」

・展 覧 会：令和元年10月４日～14日

・場 所：中央公民館

（絵画・写真・書道の部）

出品数 特別賞 奨励賞 努力賞50回記念

特 別 賞

106点 2点 11点 18点 9点
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 （３）中央公民館利用状況 （単位：回、人） 社会教育法第22条第６号に公

Ⅰ 中央公民館 民館の事業として施設を住民の

（続き） 施設利用 集会その他の公的利用に供する

室 名 ことが規定されている。

回数 人数 生涯学習の拠点として、多種

多様な講座を開催するととも

講 堂 162 8,584 に、それが契機となって自主的

な学習グループが多く育ってお

展 示 ホ ー ル 88 8,003 り、それらの方々の活動拠点と

して積極的な利用がなされてい

青少年研修室 206 3,316 る。

以下、各地区の公民館の利用

調 理 実 習 室 81 2,653 についても同じ効果が見込まれ

るものである。

焼 物 室 109 1,576

高齢者研修室 239 3,986

婦 人 研 修 室 239 4,017

第 一 会 議 室 294 5,043

Ｉ Ｔ ル ー ム 11 76

合 計 1,429 37,254
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 市内小・中学生が筆に親しむ１ 青少年教育事業

Ⅱ 川内公民館 （１）第50回むつ市かきぞめ大会（対象：市内小中学生） 機会を設けることで、美に対す

・川内会場（場所：川内公民館） る心を養い、毛筆文化の振興と

開催期日：令和２年１月８日 普及に寄与した。

参加者数：16人（小学生16人） 青少年教育活動への支援を通

（２）少年団体協力事業 して児童の健全育成を図った。

○青少年を対象とした活動へ積極的に支援した。

市民の学習ニーズに対応した２ 成人教育事業

（１）むつ市民大学（川内地区） 各種の講座を開設、及びサーク

開 催 日：平成31年４月１日～令和２年３月31日 ル活動の場を提供し、自己研鑽

参加状況：以下のとおり や人と人とのふれあいをとおし

て生きがいのある地域づくりの

区 分 実施回数 登録者 備 考 振興を図った。

陶 芸 ゼ ミ ナ ー ル 8回 10人

合 計 8回 10人

趣味・教養講座やサークル活３ 公民館事業

（１）第41回公民館まつり 動等の作品を市民の方々に観覧

開 催 日：令和元年10月20日 していただいて、地域の芸術文

開催場所：川内公民館 化の振興を図った。

参加状況：体験教室１か所・出展協力者３者

（２）川内公民館利用状況

（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

大 集 会 室 34 1,543

談 話 室 2 28

応 接 室 1 2

小 会 議 室 1 2

研 修 室 9 385

会 議 室 20 245

視 聴 覚 室 55 582

調 理 室 21 361

ロ ビ ー 1 17

合 計 144 3,165



- 118 -

事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

１ 青少年教育事業公 民 館 費

Ⅲ 大畑公民館 （１）少年団体協力事業 子ども会活動への支援を通し

○大畑地区子ども会育成連合会への支援 て児童の健全育成を図った。

・子ども会が主催する各種行事へ積極的に支援した。 また、郷土芸能を継承させ、

○下北地区子ども会郷土芸能発表会への参加協力支援 発表会を通して交流を図り、地

開 催 日：令和２年２月２日 域文化の意識高揚を図った。

開催場所：下北文化会館

出演団体：大畑地区東町太陽子ども会（15人）

（２）ねぶた囃子講習会 講習会を通して技能を習得す

開 催 日：令和元年７月22日～24日 るとともに、郷土愛を育て子ど

開催場所：大畑公民館 も会の活性化を図ることができ

参加者数：６団体、延べ92人 た。

（３）大畑町子どもねぶた合同運行 大畑地区の各子ども会が制作

開 催 日：令和元年８月４日 した子どもねぶたが一堂に会し

開催場所：大畑町内 地域住民の心を潤し、子ども会

参加者数：８団体、約300人 相互の親睦が図られた。

市民の学習ニーズに対応した２ 成人教育事業

（１）むつ市民大学（大畑地区） 各種の講座を開設、及びサーク

開 催 日：令和元年６月～令和２年２月 ル活動の場を提供し、自己研鑽

参加状況：以下のとおり や人と人とのふれあいを通して

生きがいのある地域づくりの振

区 分 実施回数 登録者 備 考 興を図った。

陶 芸 ゼ ミ ナ ー ル 3回 14人

大 畑 探 訪 ゼ ミ ナ ー ル 4回 26人

蕎 麦 打 ち ゼ ミ ナ ー ル 1回 14人

べ こ も ち ゼ ミ ナ ー ル 2回 17人

合 計 10回 71人
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 公民館主催の各教室の参加者３ 公民館事業

Ⅲ 大畑公民館 （１）公民館まつり や各サークル、そして主に地域

（続き） 開 催 日：令和元年10月26日～27日 の方々の協力を得て開催し、そ

開催場所：大畑公民館・体育館 れぞれの活動の成果の発表の場

出 展 者：214人 として市民の文化活動の推進を

出 展 数：664点 図った。

（２）大畑公民館利用状況

（単位：回、人）

施設利用

室 名

回数 人数

集 会 室 394 7,259

会 議 室 149 1,692

調 理 室 40 313

和室１・２ 204 2,141

和 室 ３ 102 1,038

青 少 年 室 33 491

婦人・老人室 19 298

パソコン教室 0 0

視 聴 覚 室 49 1,010

合 計 990 14,242
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 民 館 費 市民の学習ニーズに対応した２ 成人教育事業

Ⅳ 脇野沢公民館 （１）むつ市民大学（脇野沢地区） 各種の講座を開設し、自己研鑽

開 催 日：平成31年４月１日～令和２年３月31日 や人と人とのふれあいをとおし

参加状況：以下のとおり て生きがいのある地域づくりの

振興を図った。

区 分 実施回数 登録者 備 考

郷 土 史 3回 12人

健 康 教 室 3回 13人

バ ル ー ン ア ー ト 1回 15人

座 禅 と 写 経 中止 中止

川 柳 教 室 中止 中止

料理教室（べこもち） 3回 8人

計 10回 48人

公民館主催の各教室の参加者３ 公民館事業

（１）公民館まつり や各サークル、そして主に地域

開 催 日：令和元年11月３日 9:30～16：00 の方々の協力を得て開催し、そ

開催場所：脇野沢地域交流センター れぞれの活動の成果の発表の場

来 館 者：131人 として市民の文化活動の推進を

出展団体：６団体 図った。

（２）脇野沢公民館利用状況

（単位：回、人）

施 設 利 用

室 名

回 数 人 数

和 室 １ 64 317

和 室 ２ 58 290

和 室 ３ 55 240

調理実習室 47 319

会 議 室 207 1,950

集 会 室 125 1,566

合 計 556 4,682
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

図 書 館 費 ：本 館 339日 利用者の図書館資料に対する開館日数

113,966,842 ：川内分館 357日 需要に応えサービスの向上を図

：大畑分館 357日 った。

：脇野沢分館 357日

※以降の数値には、３分館の実績が含まれている

自館で対応のできない図書館相互貸借制度の活用

借用 県内公共図書館等 598冊 資料要求の利便性を図った。

県外公共図書館等 85冊

貸出 県内公共図書館等 131冊

県外公共図書館等 213冊

64件 利用者の調査研究の求めに対調査・相談（レファレンス）

して、資料の提供、案内等で適

切に対応した。

遠隔地域に対する図書館サー移動図書館車「ほほえみ」号の巡回

運行期間：令和元年５月７日～11月28日 火～金 （105日稼働） ビスの一環として巡回（貸出・

開催場所：市内18ステーション 返却）し、読書の推進を図った。

利用人数：1,990人

貸出冊数：6,715点

利用状況の推移

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度

図 書 141,043冊 140,091冊 141,691冊

雑 誌 9,524冊 9,130冊 9,023冊

Ａ Ｖ 5,531冊 5,567冊 5,098冊

合 計 156,098冊 154,788冊 155,812冊

利用者数 47,238人 46,965人 46,221人

蔵書数の推移

区 分 平成29年度 平成30年度 令和元年度

図 書 185,590冊 187,002冊 186,787冊

雑 誌 4,475冊 4,591冊 4,361冊

Ａ Ｖ 4,919冊 4,985冊 4,998冊

合 計 194,984冊 196,578冊 196,146冊
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

図 書 館 費 詩、短歌、俳句、川柳の４部むつ市立図書館詩歌コンクール

（続き） 募集期間：令和元年８月１日～９月10日 門において、小学生、中学生、

表 彰 式：令和元年11月24日(図書館視聴覚ホール) 高校生、一般ごとに作品募集し

作品展示：令和元年11月23日～12月8日（図書館展示ホール） 図書館利用者の創作に対する関

応募人数：2,281人 心を高めることにより、読書と

応募点数：3,581点 創作の接点を見いだすとともに

入賞者数：261人 読書意欲の向上を図った。

入賞点数：261点

むつ市出身の映画監督「川島映画監督川島雄三関連事業

開 催 日：令和元年６月８日 雄三」生誕を記念し、その功績

場 所：図書館視聴覚ホール をPRするために映画上演会を実

参加人数：19人 施した。

本の汚れや色あせを防ぐためブックコート講習会

開 催 日：①令和元年５月30日（修理講習も開催） のブックコートや破損した本の

②令和元年９月12日 修理講習会を実施した。

場 所：図書館集会室

参加人数：①12人 ②８人

図書館のＡＶ資料で一般向け日曜シネマ

開 催 日：毎月第２､４日曜日 25回 の映画上映会を実施し、図書館

場 所：図書館視聴覚ホール 利用の充実を図った。

入場者数：340人

大人から子どもまで年代を問ブックフェスティバル

開 催 日：令和元年10月27日 わず図書館に親しんでもらうこ

場 所：図書館集会室ほか とを目的に開催し、多くの利用

参加人数：136人（雑誌、除籍図書無料配布） 者が参加した。

読書週間に合わせ図書館に親読書週間スタンプラリー

開 催 日：令和元年10月27日～12月１日 しみを持ってもらうとともに、

場 所：図書館本館 読書の普及を図った。

カード配付数：830枚

図書館資料をテーマごとに分フライング福袋

開 催 日：令和元年12月20日～27日 け中身が見えない福袋として貸

場 所：図書館本館 し出しすることによって幅広い

参加人数：96人（全貸出） 分野に興味を持ってもらった。

利用者お気に入りのぬいぐるぬいぐるみお泊まり会

開 催 日：令和元年10月17日～19日 みを図書館で預かり、図書館内

場 所：図書館本館 で撮影した写真を贈呈、ぬいぐ

参加人数：32人 るみに関連した絵本を紹介して

おはなし会を開催した。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

図 書 館 費 館内施設の貸出により図書館集会施設等の貸出

（続き） 集会室 ：170回 利用人数：1,727人 の集会施設として市民活動の支

会議室 ：182回 利用人数: 1,150人 援を図った。

視聴覚ホール： 17回 利用人数： 850人

展示ホール ： ６回 利用人数：1,169人

ボランティア団体の協力によ土曜日おはなし会

開 催 日：毎週土曜日 年間48回 るおはなし会の充実で子どもの

場 所：図書館おはなしのへや 読書活動の推進を図った。

参加人数：332人 （ こわいおはなし会」は図書「

館職員のみで開催）

季節のおはなし会

開 催 日：①はるのひのおはなし会 令和元年５月18日

②あきのひのおはなし会 令和元年10月19日

③ふゆのひのおはなし会 令和元年12月14日

場 所：図書館集会室

参加人数：①15人 ②27人 ③31人

こわいおはなし会

開 催 日：令和元年7月26日

場 所：図書館視聴覚ホール

参加人数：33人

図書館のDVD資料で上映会を夏休み子ども映画劇場

開 催 日：令和元年８月３日～４日 実施し、図書館利用の充実を図

場 所：図書館視聴覚ホール った。

入場者数：84人

冬休み子ども映画劇場

開 催 日：令和元年12月21日

場 所：図書館視聴覚ホール

入場者数：22人

図書館に親しんでもらうこと工作教室（児童向け）

開 催 日：①スライム時計作り 令和元年８月６日 を目的に、図書を参考とした児

②ペットボトルペンケース作り 令和２年１月９日 童対象の工作教室を開催した。

場 所：図書館集会室

参加人数：①14人 ②６人

子育て支援課での10か月健診10か月健診へ協力

開催日：毎月１回 年11回（R２.３月の健診協力は中止） 時に乳児の図書館カード作成窓

場 所：下北文化会館 口を設置し、乳幼児期からの図

カード申請：19人 書館利用を促進した。

ボランティアの協力で健診場ミニミニ図書館

開催日：毎月１回 年11回（R２.３月の健診協力は中止） 所へ絵本を持参し、幼児期から

絵本に親しむ機会を提供した。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

図 書 館 費 子ども読書週間に合わせ、小子ども見学ツアー

（続き） 開 催 日：令和元年５月５日 学生が図書館に親しみを持つ機

場 所：図書館内 会を提供した。

参加人数：５人

保育園、幼稚園及び小学生の学習機会の提供（見学、研修の受け入れ）

図書館見学：220人 見学や中・高校生の総合学習、

（小学生:206人、養護学校等：３人、社会福祉施設11人） 職業体験等の受け入れで、図書

職場体験 ：15人 館への理解と利用の促進を図った。

（中学生４人、高校生９人、養護学校生１人、短大生１人）
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

文 化 振 興 費 8,553,873円 大近川取水所は河川にかかる重要文化財旧大湊水源地水道施設修理事業

62,478,241 重要文化財であり、保存修理工

平成25年度に策定した「重要文化財旧大湊水源地水道施設保存活 事により護岸整備等、施設の復

用計画」に則り、国庫補助金を活用し修理工事を実施する。 原と、河川増水などによる周辺

住民への災害を防ぐことができる。

［令和元年度］

〇重要文化財旧大湊水源地水道施設 附・大近川取水所保存修理

工事

請負代金額 77,099,000円

工事期間 平成30年12月１日～令和３年３月26日

支払済額 2,835,000円（平成30年度出来高分）

繰越額 47,564,000円（令和２年度へ繰越）

○重要文化財旧大湊水源地水道施設 附・大近川取水所保存修理

工事監理業務委託

委託金額 25,102,200円

委託期間 平成30年12月28日～令和３年３月26日

支払済額 702,000円（平成30年度出来高分）

繰越額 8,974,800円（令和２年度へ繰越）

○重要文化財旧大湊水源地水道施設第二期保存修理工事 沈澄池

堰堤実施設計業務委託

委託金額 8,162,000円

委託期間 令和２年１月17日～令和２年３月27日

委託概要 現地調査、補修設計、概算工事費算定等

支払額 8,162,000円

○修理専門委員等現地指導旅費 359,783円

○その他経費 32,090円

○補助金

名 称 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

補助金額 4,153,000円（補助率 1/2）

［継続費逓次繰越］

〇重要文化財旧大湊水源地水道施設 附・大近川取水所保存修理

工事

請負代金額 77,099,000円

工事期間 平成30年12月１日～令和３年３月26日

工事概要 取水部本体修理、護岸石積解体準備工

支払額（平成30年度繰越分）26,700,000円

○重要文化財旧大湊水源地水道施設 附・大近川取水所保存修理

工事監理業務委託

委託金額 25,102,200円

委託期間 平成30年12月28日～令和３年３月26日

委託概要 工事監理、資料作成等

支払額（平成30年度繰越分）15,425,400円

○補助金

名 称 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金

補助金額 21,063,000円（補助率 1/2）
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

下 北 自 然 の 家 「手作りイカダ」、「ニュー下北自然の家指定管理事業

管 理 費 ○利用者数 （単位：団体、人） スポーツ」、「野山の自然観察

84,081,169 会」の利用団体数・利用者数は

利用団体数 利用延べ人数 ともに前年度より増加し、出前

講座についても好評を得た。

日帰り 267 3,070 また、利用者が安全かつ快適

市 内 に利用できるよう指定管理施設

宿 泊 26 2,018 の維持と適正な管理に努めた。

日帰り 45 1,319

郡 内

宿 泊 18 1,311

日帰り 0 0

郡 外

宿 泊 15 1,086

日帰り計 312 4,389

計

宿泊計 59 4,415

合 計 371 8,804

○指定事業 25事業 利用者人数 延べ 547人

○自主事業 ６事業 利用者人数 延べ 303人

○受入事業 144団体 利用者人数 延べ 6,761人

○そ の 他 利用者人数 延べ 1,193人

○指定管理 期 間 平成29年４月１日～令和２年３月31日

管理者 一般財団法人むつ市教育振興会

管理料 82,622,000円

○修 繕 食堂非常口モルタル補修 318,049円

○役 務 特定建築物定期検査報告業務委託 495,000円

貯湯槽水質検査 139,560円

○備 品 ライフジャケット 506,560円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

保 健 体 育 6,053,000円 市民体育大会（スキー競技含むつ市体育協会補助金

総 務 費 む）の開催や市町村対抗青森県

53,403,879 （目的） 民体育大会等へ積極的に選手を

むつ市におけるスポーツ団体等と地域住民に対し、スポーツ 参加させ、育成、強化につなが

の推進・普及を図り、心身の健康の保持・増進による明るく豊 った。また、初心者を対象とし

かな市民生活の形成に寄与する。 た市民スポーツ教室を開催し、

（事業） スポーツ振興につながった。さ

・スポーツに関する大会、講習会及び教室等の開催 らに表彰事業では、スポーツ功

・スポーツ団体等の強化育成及び連絡調整 労賞４人、特別賞３人、スポー

・スポーツ施設等の管理運営に関する事業 ツ賞８人、スポーツ奨励賞31人

・スポーツに関する功労賞等の表彰 を表彰した。

（加盟団体）

32団体

学 校 保 健 費 15,539,733円 学校保健安全法第23条の規定学校医委託事業

29,330,061 に基づき、産業医、学校医、学

①学校医 6,554,000円 校歯科医及び学校薬剤師を委嘱

児童生徒数400人以下 ＠226,000円×16人 し、学校における児童生徒及び

児童生徒数401人以上700人以下 ＠293,800円×10人 教職員の健康の保持増進を図っ

児童生徒数701人以上 ＠339,000円×０人 た。

②学校歯科医 4,371,733円

児童生徒数500人以下 ＠224,000円×16人

＠224,000円×11/12×１人

児童生徒数501人以上 ＠291,200円×２人

③学校薬剤師 3,454,000円

＠157,000円×22人

④産業医 360,000円

教職員数50人以上 ＠360,000円×１人

⑤眼科耳鼻科医(川内・大畑・脇野沢検診) 800,000円

眼科医 ＠200,000円×１人＋100,000円×２人＝400,000円

耳鼻科医 ＠200,000円×１人＋100,000円×２人＝400,000円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

学 校 給 食 費 64,549,000円 大畑地区及び関根地区の小中北通地区学校給食業務委託

147,278,776 学校に加え、平成30年度から第

○委託業者 一般財団法人 むつ市教育振興会 一田名部小学校への給食提供を

○委託期間 平成31年４月１日～令和２年３月31日 行っている。

○委託業務内容 安全安心な給食を提供する

（1）給食加工業務 ため、環境衛生の向上、自己研

（2）運搬業務 修等の実施による技術の向上に

（3）設備保安業務 努めている。また、ホームペー

○対象校の年間給食数及び提供日数 ジ上に食育ブログを公開し、情

（1）大畑地区 報発信を積極的に行い、食育の

大畑小 39,733食 172日 向上に努めている。

正津川小 4,523食 167日

二枚橋小 1,544食 167日

大畑中 25,928食 172日

（2）むつ地区

第一田名部小 70,839食 178日

関根小 10,788食 174日

関根中 4,867食 167日

ウェルネスパーク 耐用年数を超過し老朽化したむつ市ウェルネスパーク施設改修事業

管 理 費 照明設備等を更新し、利用者の

233,930,160 ・むつ市ウェルネスパークLED化等改修工事 利便性を高めるとともに、ラン

請負代金額 111,100,000円（変更前） ニングコストの低減を図ること

111,980,000円（変更後） ができた。

工 事 期 間 令和元年８月22日～令和２年３月19日

工 事 概 要 むつ市ウェルネスパークの照明器具交換工事

（ＬＥＤ化工事）

・むつ市ウェルネスパーク緊急復旧工事

請負代金額 1,699,500円

工 事 期 間 令和２年１月６日～令和２年３月19日

工 事 概 要 破裂した井戸埋設配管の復旧工事
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

体 育 館 整 備 費 令和２年度までの継続事業でむつ市総合アリーナ整備事業

3,186,654,330 むつ市総合アリーナ建設工事及

・むつ市総合アリーナ整備関係旅費 839,330円 び外構工事、施工監理業務等を

実施し、概ね計画通りに事業を

・むつ市総合アリーナ建設工事中間検査手数料 1,404,000円 進捗させることができた。

・むつ市総合アリーナ建設工事施工監理業務委託

委 託 金 額 35,532,000円

委 託 期 間 平成30年９月４日～令和２年６月30日

委 託 概 要 むつ市総合アリーナ建設工事に係る施工監理

業務

支 払 額 25,839,600円（令和元年度分）

・むつ市総合アリーナ建設工事

請負代金額 4,325,400,000円

工 事 期 間 平成30年８月８日～令和２年６月30日

工 事 概 要 むつ市総合アリーナの本体建設工事

支 払 額 3,145,120,000円（令和元年度分）

・むつ市総合アリーナ外構整備工事

（むつ市総合アリーナ駐車場整備工事）

請負代金額 125,064,000円

工 事 期 間 平成31年３月29日～令和２年９月30日

工 事 概 要 むつ市総合アリーナ外構整備に係る駐車場整

備工事

支 払 額 12,506,400円

（むつ市総合アリーナ案内サイン設置工事）

請負代金額 18,900,000円

工 事 期 間 平成31年３月29日～令和２年６月30日

工 事 概 要 むつ市総合アリーナ外構整備に係る案内サイ

ン設置工事

支 払 額 945,000円
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１０．諸支出金部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 営 企 業 費 各公営企業に対し負担金、補助金及び出資金を支出した。 各公営企業の運営が円滑にな

3,723,003,172 された。

1,524,542,172円下北医療センター負担金等

施設別内訳

○むつ総合病院 1,112,298,000円

・救急医療の確保に要する経費 143,945,293円

・保健衛生行政事務に要する経費 31,243,674円

・医師の研究、研修経費 18,885,662円

・医師の派遣を受けることに要する経費 86,125,989円

・一時借入金支払利息分 3,051,775円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 113,236,505円

・児童手当に要する経費 18,419,000円

・建設改良費のための企業債利息分 28,697,222円

・高度医療に要する経費 1,417,998円

・小児医療に要する経費 63,666,715円

・感染症医療に要する経費 1,319,614円

・精神病院の運営に要する経費 57,225,248円

・当年度建設改良事業の一般財源分(出資含む) 3,945,582円

・建設改良費のための企業債元金分 377,117,723円

・看護師等修学資金の貸与に関する経費 24,000,000円

・債務負担行為を設定した負担金に係る繰出金 140,000,000円

○川内診療所 73,175,000円

・医師の研究、研修経費 73,050円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 3,756,178円

・追加費用の負担に要する経費 1,177,272円

・建設改良費のための企業債利息分 19,860円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 60,379,881円

・当年度建設改良事業の一般財源分 5,948,759円

・建設改良費のための企業債元金分 1,820,000円

○大畑診療所 203,143,000円

・一時借入金支払利息分 1,285,558円

・建設改良費のための企業債利息分 18,816,342円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 67,063,711円

・不良債務解消分 10,000,000円

・当年度建設改良事業の一般財源分 7,396,000円

・建設改良費のための企業債元金分 98,581,389円

○脇野沢診療所 37,350,000円

・医師の研究、研修経費 295,350円

・基礎年金拠出に係る公的負担に要する経費 999,809円

・建設改良費のための企業債利息分 10,697円

・追加費用の負担に要する経費 278,880円

・公立病院付属診療所の運営に要する経費 32,513,264円

・当年度建設改良事業の一般財源分 2,112,000円

・建設改良費のための企業債元金分 1,140,000円

○むつリハビリテーション病院 98,576,172円

・一時借入金支払利息分 443,380円

・病院運営に要する経費 41,591,536円

・建設改良費のための企業債利息分 3,894,801円

・当年度建設改良事業の一般財源分 1,185,870円

・建設改良費のための企業債元金分 51,460,585円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

公 営 企 業 費 198,461,000円水道事業会計負担金及び補助金

（続き） ・消火栓維持管理費 695,000円

・消火栓新設工事費 1,202,000円

・統合水道に係る統合前の

簡易水道の建設改良に要する経費 146,172,000円

・統合水道に係る統合後に

実施する建設改良に要する経費 25,304,000円

・その他の建設改良事業に係る企業債償還元利金 23,516,000円

・児童手当に要する経費 1,572,000円

（単位：円、％）

比 較

区 分 令和元年度 平成30年度 増減額 増減率

決算額 決算額 Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ×100

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

下北医療センター負担金等 1,524,542,172 1,684,460,922 ▲159,918,750 ▲9.5

むつ総合病院 1,112,298,000 1,136,243,397 ▲23,945,397 ▲2.1

川内診療所 73,175,000 60,267,000 12,908,000 21.4

大畑診療所 203,143,000 321,241,603 ▲118,098,603 ▲36.8

脇野沢診療所 37,350,000 35,024,000 2,326,000 6.6

むつリハビリテーション病院 98,576,172 131,684,922 ▲33,108,750 ▲25.1

水道事業会計負担金、補助金 198,461,000 222,793,000 ▲24,332,000 ▲10.9


